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Village Topics

【水難救助訓練】
　

６
月
22
日
㈰
仁
淀
川
に
お
い
て
、
日
高
村
消
防

団
、
い
の
町
消
防
団
、
仁
淀
消
防
組
合
、
い
の
警

察
署
合
同
に
よ
る
水
難
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
水
難
事
故
へ
の
迅
速
な
対
応
と

捜
索
技
術
の
向
上
、
関
係
機
関
の
相
互
の
連
携
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
舟
艇
に
よ
る
水
難
者
救
助
訓
練
・
行

方
不
明
者
の
捜
索
訓
練
及
び
搬
送
訓
練
・
編
隊
訓

練
の
ほ
か
、
ロ
ー
プ
結
索
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
川
等
へ
出
か
け
る
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
の
遊
泳
や
遊
泳
禁

止
場
所
で
の
遊
泳
等
を
避
け
、
く
れ
ぐ
れ
も
水
難

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【 夏 季 演 習 】
　

７
月
６
日
㈰
伊
野
小
学
校
に
お
い
て
、
仁
淀
消

防
連
合
会
（
日
高
村
消
防
団
・
い
の
町
消
防
団
・

仁
淀
消
防
組
合
）夏
季
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
体
力
増
進
・
技
術
練
磨
、
管
内
の
署
と

団
の
親
交
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
消
防
に
ち
な
ん
だ
競

技
を
行
う
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
気
温
30
度
を
上
回
る
真
夏
日
の
中
、

訓
練
で
培
っ
た
技
術
を
要
す
る
競
技
や
消
防
団
な

ら
で
は
の
体
力
競
技
等
全
15
種
目
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
競
技
中
、
操
法
指
導
教
官
の
ホ
ー
ス
展
張

ミ
ス
等
珍
プ
レ
ー
の
続
出
で
真
剣
な
中
に
も
和
気

あ
い
あ
い
と
競
技
が
行
わ
れ
、
結
果
、
日
高
村
消

防
団
は
参
加
4
チ
ー
ム
中
堂
々
の
第
2
位
に
な
り

ま
し
た
。

●
仁
淀
消
防
連
合
会
優
良
章
（
２
名
）

　
　

本
郷
分
団　

部
長　

坂
本
昌
総

　
　

東
部
分
団　

団
員　

池
田　

雄　

皆さんは９月９日が何の日かご存じですか。
　

９
（
き
ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ
う
）
で

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」
す
な
わ
ち
「
救

急
の
日
」
で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
及
び

救
急
医
療
に
対
し
て
皆
様
方
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
57
年
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
９
月
９
日
を

「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
本
年

は
９
月
７
日
〜
13
日
）
と
し
て
、
全
国

各
地
に
お
い
て
応
急
手
当
の
講
習
会
を

中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る
様
々
な
行

事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
、
仁
淀

消
防
組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
管
内
事

業
所
を
対
象
と
し
ま
し
た
『
普
通
救
命

講
習
』
の
実
施
、
店
舗
前
等
で
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
【
定
期
普
通
救
命
講
習
】

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

け
が
や
急
病
等
で
呼
吸
や
心
臓
が
停

止
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
工
呼
吸
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
知
識
が
な
い
と
適

切
な
処
置
が
で
き
ま
せ
ん
。
消
防
署
で

行
う
普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

講
習
時
間
は
約
３
時
間
、
講
習
内
容

は
観
察
要
領
・
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
の
講
習
を
行
い

修
了
者
に
は
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
10
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向

き
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
一
般

の
方
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
：
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
と
い
う
機
器
を

用
い
て
除
細
動
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
講
習
を
受
講
す
る
こ
と

に
よ
り
迅
速
、
的
確
な
取
扱
技
術
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
，
最
寄
り

の
左
記
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

講
習
実
施
日　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　

消
防
署
３
階
に
て
実
施

申
し
込
み
受
付　

随
時

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

３
２
２
１

仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署

☎
０
８
８

－

８
６
７

－

２
８
１
２

仁
淀
消
防
組
合
日
高
分
署

☎
０
８
８
９

－

２
４

－

５
４
１
１

救命の連鎖
（Chain  of  Survival）

早い119番通報
おちついて、は
っきりと119番
に通報。

早い応急手当
救急車到着前の
早い心肺蘇生と
早い除細動

早い救急処置
救急救命士の行
う高度な救急処
置

早い医療処置
医療機関におけ
る医療処置

? ?! !
防消
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Village Topics

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
収
入
を
財
源

に
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
宣
伝
事

業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も

の
で
、
平
成
20
年
度
事
業
と
し
て
、
日
高
村
太
鼓
文
化

推
進
実
行
委
員
会
が
和
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

日
高
村
太
鼓
祭
り
の
開
催
等
村
文
化
活
動
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
日
高
村
太
鼓
文
化
推
進

実
行
委
員
会
で
す
が
、
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
に

よ
る
１
尺
９
寸
長
胴

太
鼓
２
台
、
５
寸
か

つ
ぎ
桶
太
鼓
２
個
、

篠
笛
１
本
等
の
購
入

に
よ
り
、
今
後
一
層

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
が
図
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　村内の小中学校の子どもたちのた
めに、それぞれの図書を充実してほ
しいと今回も妹背の松岡秀直さんよ
りご寄付をいただきました。
　
　村のために役立ててほしいと、匿
名の方からもご寄付をいただいてお
ります。

　志に添って有効に使用させていた
だきたいと思います。どうもありが
とうございました。

　

去
る
６
月
22
日
、
県
内
有
数
の
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ
の

生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る
渋
川
地
区
で
、
渋
川
ト
ン

ボ
を
守
る
会
等
の
主
催
で
渋
川
ト
ン
ボ
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
親
子
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ト
ン
ボ
博
士
こ
と
杉
村
光
俊
さ
ん
に
よ
る
ミ
ナ

ミ
ヤ
ン
マ
観
察
会
は
、
小
雨
の
残
る
中
午
前
９
時
す

ぎ
か
ら
は
じ
ま
り
、
約
30
匹
の
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ
が
観

察
さ
れ
ま
し
た
。
上
空
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
よ
う
に
飛
ぶ
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ
は
か
っ
こ
よ

く
感
動
的
で
し
た
。
森
野
高
明
さ
ん
に
よ
る
植
物
観

察
教
室
で
は
、
昨
年
６
月
に
、
地
元
の
み
な
さ
ん
が

休
耕
田
に
水
を
張
っ
て
整
備
し
た
約
３
ア
ー
ル
の
池

で
、
ス
イ
レ
ン
や
コ
ウ
ホ
ネ
等
の
水
生
植
物
等
を
観

察
し
た
あ
と
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
歩

き
な
が
ら
渋
川
の
植
物
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
ト
ン
ボ

の
ヤ
ゴ
や
魚
を
探
そ
う
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
沖
名
出

身
で
四
万
十
楽
遊
館
に
勤
務
す
る
野
村
彩
恵
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
は
網
を
持
っ
て
思
い
思

い
に
谷
川
に
入
り
、
魚
取
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
少
し
増
水
し
流
れ
が
速
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
カ
ワ
ム
ツ
や
ド
ン
コ
、
サ
ワ
ガ
ニ
等
が
た
く
さ

ん
つ
か
ま
り
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は

ミナミヤンマ観察会

植物観察教室

みんなで魚取り 水鉄砲で楽しそう

コミュニティ助成　 和太鼓購入で

地
元
の
吉
田
操

さ
ん
ら
が
子
ど

も
た
ち
の
た
め

に
と
、
手
作
り

の
竹
製
の
水
鉄

砲
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
く
れ

て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
は
喜
ん

で
水
を
飛
ば
し
て
遊
び
、
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
て

い
ま
し
た
。

　

渋
川
ト
ン
ボ
を
守
る
会
（
浜
田
征
幸
会
長
）
は
昨

年
７
月
に
結
成
さ
れ
、
以
来
み
な
さ
ん
の
地
道
な
活

動
に
よ
り
、
ト
ン
ボ
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
回
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
た
ト
ン
ボ
ま
つ

り
で
し
た
が
、
村
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
公
園
を

訪
れ
、
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ト
ン
ボ
を
保
護
し

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
な
ト
ン

ボ
公
園
づ
く
り
に
弾
み
が
つ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
会
だ
け
で
は
大
変
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

催
開



総務課
24－5113
住民課
24－5111
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業環境課
24－4647
健康福祉課
24－5197
24－5112
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報
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問い合わせ先

　役場総務課
　　　☎ 24－5113

日
時
：
8
月
15
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所
：
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左
記
の

仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　福祉バスは９月から時間を少しだけ変
更します。
　ＪＲとも併せてご利用ください。
　詳しくは広報８月号チラシをご覧くだ
さい。

問い合わせ先

　役場総務課
　　☎ 24－5113

日高村文化推進協議会
からのお知らせ

8
月
の
行
政
相
談

建
設
課
水
道
係
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金
を
３
ヶ
月
分

滞
納
す
る
と
、
日
高
村
給
水
条
例
第
40
条
及
び
、

日
高
村
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る
停
水
処
分

取
扱
要
項
第
３
条
に
規
定
さ
れ
る
事
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期
限
内
に
お
支

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引
き
落
と
し
日

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
日
ま
で
に
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

役
場
建
設
課　
　

☎ 

24

－

５
１
１
４

給
水
停
止
ま
で
の
事
務
の
流
れ

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

⬅⬅⬅⬅

参加者募集
≪日高俳句会≫
☆いくつになっても、どこへ行っても

楽しめますよ
講師：池野いちび
会場：社会福祉センター
日時：毎月第１土曜日　13時40分～16時
会費：月500円

≪七宝焼≫
☆自分だけのオリジナル作品を

つくってみませんか？
講師：島田瞳
会場：エマイユ瞳教室　下分385番地
　　　　個人レッスン
費用：材料費その他

連絡先：≪日高俳句会≫ ≪七宝焼≫
　　　　両方とも☎ 24－5171（島田瞳）

福祉バスについて

　平成21年度４月１日採用予定の日高村
職員採用試験は、10月19日㈰に実施する
予定です。
　なお詳細については、別途チラシでお
知らせするとともに、８月１日㈮にホー
ムページに掲載します。

村職員採用試験を
おこないます
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健
康
福
祉
課
よ
り
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）

高
額
療
養
費
等
の

払
い
も
ど
し
申
請
に
つ
い
て

○
４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以

上
で
申
請
に
よ
り
一
定
以
上
の
障
害
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
を
含
む
。）
の

医
療
制
度
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
変

わ
り
ま
し
た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
に
は
各
種
医
療
費
等

の
払
い
も
ど
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
で
支
払
っ
た
１
カ
月
の
医
療
費

が
高
額
に
な
り
、
医
療
費
の
払
い
も
ど

し
が
生
じ
た
場
合
（
高
額
療
養
費
）
に

つ
い
て
は
、
払
い
も
ど
し
の
対
象
と
な

る
方
に
該
当
す
る
通
知
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

○
原
則
、
払
い
も
ど
し
に
は
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
①
か
ら
③
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
知
書
が
届
い
た
方
は
必
ず
申

請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
窓
口
で

行
え
ま
す
。

①
手
続
き
は
初
回
の
み
で
、
２
回
目
以

降
は
払
い
も
ど
し
が
生
じ
て
も
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
、

届
け
出
を
さ
れ
て
い
る
指
定
の
金
融

機
関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

②
平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で
に
老
人
医

療
制
度
で
払
い
も
ど
し
手
続
き
を
取

ら
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
再
度

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

③
銀
行
の
口
座
番
号
や
口
座
の
名
義
人

等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の  

　
　

 

被
保
険
者
証
・
認
印
・
口
座
番
号
の

わ
か
る
も
の

　

な
お
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
入
院
時

自
己
負
担
額
及
び
食
事
代
等
減
額
制
度
も

あ
り
ま
す
が
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
該
当
さ
れ
る
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

一
部
負
担
金
の
割
合
変
更
に
つ
い
て

○
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
で
申
請
に

よ
り
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
を
含
む
。）
が
加
入
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
毎
年
８
月
１
日

現
在
の
世
帯
状
況
お
よ
び
前
年
中
の
所

得
額
や
世
帯
の
収
入
に
基
づ
い
て
、
受

診
時
の
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１
割
ま

た
は
３
割
）
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

○
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ
た

方
に
は
、
変
更
後
の
被
保
険
者
証
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

○
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
る
前

の
被
保
険
者
証
を
誤
っ
て
医
療
機
関
に

提
示
し
、
診
療
を
受
け
た
場
合
に
は
、

再
度
、
支
払
額
の
清
算
が
必
要
と
な

り
、
一
部
負
担
金
の
差
額
の
返
還
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
軽
減
】

①
所
得
に
よ
る
判
定
で
３
割
負
担
に
該

当
し
た
方
で
も
、
収
入
額
が
一
定
の

基
準
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
。

②
１
割
負
担
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
、
申
請
書
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
の
で
、
軽
減
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
入
院
時
の
自
己
負
担
額
等
の
減
額
】

① 

所
得
が
一
定
基
準
よ
り
低
い
世
帯

の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り
入
院
時
の

自
己
負
担
額
や
食
事
代
等
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

② 

減
額
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機

関
へ
被
保
険
者
証
と
合
わ
せ
て
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
な
方
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

③ 
な
お
、現
在
、交
付
さ
れ
て
い
る
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
は
７
月
31
日
で
期
限
切
れ
と
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
認
定
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
再
度
、
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
が
遅
れ
た
場
合
や
医
療
機
関
へ

提
示
し
な
か
っ
た
場
合
の
食
事
代
等

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
入
院

時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
払
い
も
ど
し

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

○
被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
は
、
原
則
と

し
て
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
に
は
、
保
険
料
の
納

付
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
納
付
書
が
送
付
さ
れ
る
の
は
、｢

天
引

き
対
象
と
な
る
年
金
額
が
年
額
18
万
円

未
満
」
も
し
く
は
「
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
が
天
引
き
対
象
と
な
る

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
」
方
で

す
。

○
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
10
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
７
月
に
納

付
書
が
届
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
保
険
料
は
各
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
希
望
の
方
は
口
座
振
替
も
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
金
融

機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
24

－

５
１
１
２
へ　



─広報ひだか８月号─　（6）（7）　─広報ひだか８月号─

平
成
20
年
10
月
1
日
か
ら

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

※ 

対
象
、
適
用
条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

※
受
け
付
け
開
始
…
平
成
20
年
８
月
１
日
〜

　

※
受
け
付
け
場
所

　
　

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課　

障
害
係

　

※
問
い
合
わ
せ
先

　
　

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課　

障
害
係

☎ 

２
４

－

５
１
９
７

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局　

営
業
部

☎ 

０
８
８

－

８
２
３

－

２
３
０
１

 ① 国民健康保険標準負担額減額認定証
 ② 国民健康保険限度額適用認定証
 ③ 国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

　①または②または③の証は７月31日が有効期限となります。
　継続して適用を受けられたい方は８月１日～31日の期間中に役場健康福祉課までお越しください。ただし、平
成20年度に住民税課税世帯となっている方は認定されない場合があります。

※必要なもの
　◎印鑑
　◎保険証（ ◎高齢受給者証を
　　お持ちの方はそちらも併せ
　　てお持ちください。）

入院時の食事の標準負担額は表のとおりです。
①または②または③の証は「住民税非課税世帯」の方の申請により認定・発行します。
現在認定証をお持ちでない方で、該当すると思われる方は役場健康福祉課まで申請にお越しください。
※必要なもの
　◎印鑑
　◎保険証（ ◎高齢受給者証をお持ちの方はそちらも併せてお持ちください。）

① ② ③

区　　分
一般病床に入院のとき 65歳以上の方が療養病床に入院のとき※

食事代（１食につき） 食事代（１食につき） 居住費

一　　般
（住民税課税世帯の方）　

260円

入院時生活療養Ⅰを算定する保険医療機関
に入院の場合　

460円

1日
320円

入院時生活療養Ⅱを算定する保険医療機関
に入院の場合　

420円

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

90日までの入院　 210円
210円

90日を超える入院 160円

70歳以上74歳以下の
方で低所得区分Ⅰの
世帯の方　　　　　

100円 130円

※ ただし、療養病床に入院中の方で入院医療の必要性の高い方は、一般病床に入院のときの食事代と同じになります。

健康福祉課　　☎ 24－5112

をお持ちの方に
更新のお知らせ

全額免除 半額免除

障害者の方を世帯
構成員に有する場合

障害者の方が
世帯主の場合

身体障害者 世帯構成員全員が
市町村民税非課税

•視覚、聴覚障害者
•手帳が１若しくは２級
（内部機能障害等を追加）

知的障害者 世帯構成員全員が
市町村民税非課税

手帳がＡ１、Ａ２の
知的障害者　

精神障害者 世帯構成員全員が
市町村民税非課税 手帳が１級の精神障害者
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Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けましたか？

　これまでにＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を
受けたことがなく、かつ、下記の項目に該当
する方は、一度検査をお受けください。
①  平成６年（1994年）以前に、フィブリノゲン製剤の
　 投与を受けた。
② 平成４年（1992年）以前に、輸血を受けた。
③ 大きな手術を受けた。
④ 血液凝固因子製剤の投与を受けた。
⑤ 長期に血液透析を受けている。
⑥ 臓器移植を受けた。
⑦ 薬物濫用者、入れ墨をしている。
⑧ ボディピアスを施している。
⑨ 40歳以上の方

１ Ｂ型肝炎ウイルス検査について
Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎ウイルスに感染することによっ

て肝臓に炎症が起きる病気です。
　● Ｂ型肝炎は、血液を介して感染しますが、感染力は弱
く日常的な接触でうつることはほとんどありません。

　（ せき、握手、食事、入浴、トイレ、器やコップの共用等
では感染しません。）

Ｂ型肝炎は、成人になってから感染した場合は、ほと

んどが一過性です。
　● 持続性の感染は、ほとんどがキャリア（肝炎ウイルスが
身体の中に住みついた状態）の母親から子どもへの母子
感染によります。ただし、現在ではキャリアの母親から
子どもが生れたらすぐにワクチンを接種しており、母子
感染がおこることはほとんどありません。

　● 大人になって感染した場合には、キャリアになること
はごくまれです。

Ｂ型肝炎は、ほとんど症状がありません。
　● Ｂ型肝炎ウイルスに感染しても、症状が軽かったり気
がつかない場合もあります。

　● 慢性化した肝炎の場合は、ほとんど自覚症状はありま
せん。

　● 慢性化した肝炎を治療しないでそのままにしておくと、
肝硬変や肝臓がんになることがありますので注意が必
要です。

Ｂ型肝炎ウイルスに感染しているかどうかを知るに

は、血液検査を受ける必要があります。
　● 血液検査では、HBs抗原検査により現在のウイルス感染
の有無について判定を行います。

Ｂ型肝炎ウイルスのキャリアであっても、普段通りの

生活ができます。
　● 定期的に医療機関を受診して「肝臓の状態」をチェッ
クし、その状態に見合った健康管理に努めていれば、多
くの場合、日常生活の制限等は必要ありません。

２ Ｃ型肝炎ウイルス検査について
Ｃ型肝炎は、Ｃ型肝炎ウイルスに感染することに

よって肝臓に炎症が起きる病気です。
　● 1988年にアメリカでＣ型肝炎ウイルスが発見されたこ
とで診断が可能になりました。

　● かつて非Ａ非Ｂ肝炎と呼ばれていた原因不明の肝炎の
ほとんどが、現在Ｃ型肝炎と考えられています。

　● Ｃ型肝炎は、血液を介して感染しますが、感染力は弱く、
日常的な接触でうつることはありません。

　　（ せき、握手、食事、入浴、トイレ、食器やコップの共
用等では感染しません。）

Ｃ型肝炎ウイルスに感染すると、急性肝炎で治る人と

慢性の経過をたどる人がいます。
　● Ｃ型肝炎ウイルスに感染した人の、30～40％の人は急
性肝炎を起こした後で治りますが、残りの60～70％が
慢性化すると考えられています。

　● 慢性化した肝炎を治療しないでそのままにしておくと、
肝硬変や肝臓がんになる可能性が大きくなります。

Ｃ型肝炎ウイルスに感染しても、初期にはほとんど症

状がありません。
　● Ｃ型肝炎では、症状が軽
かったり出ない場合が多い
ため、本人が気づかないう
ちにキャリア（肝炎ウイル
スが身体の中に住みついて
しまった状態）となる場合が多いことがわかっていま
す（自覚症状があるのは20～30％）。

　● 慢性化した肝炎の場合は、ほとんど自覚症状はありま
せん。

Ｃ型肝炎ウイルスに感染しているかどうかを知るに

は、血液検査を受ける必要があります。
　● 今回受けられる検査は、現在Ｃ型肝炎ウイルスに、「感
染している可能性が極めて高い」か「感染していない
可能性が極めて高い」かを判定するためのものです。

　● 血液検査では、HCV 抗体検査（Ｃ型肝炎にかかったこ
とがあるかどうかの検査）と、HCV 抗原検査（現在Ｃ
型肝炎ウイルスに感染しているかどうかの検査）及び 
HCV－RNA 検査（現在Ｃ型肝炎ウイルスが身体の中に
いるかどうかの検査）との組み合わせにより行います。

Ｃ型肝炎ウイルスのキャリアであっても、普段通りの

生活ができます。
●  定期的に医療機関を受診して「肝臓の状態」をチェック
し、その状態に見合った健康管理に努めていれば、多
くの場合、日常生活の制限等は必要ありません。

自己負担無料肝炎ウイルス検査
（委託医療機関で平成21年３月31日まで）
できるだけ 平成21年２月28日まで
にお受けください。

高知県健康福祉部健康づくり課・高知市保健所地域保健課

急性肝炎の一般的症状
•身体がだるい
•食欲がない
•吐き気がする
•黄疸等
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生
ゴ
ミ
電
動
式
処
理
機
購
入
補
助
金

制
度
に
つ
い
て

浄化槽設置整備費補助金制度について
　近年、川や海の汚染が大きな環境問題となっていま

すが、これは各家庭から排出される台所・風呂・洗濯

水等による汚染が大きな原因となっています。

　日高村では、この対策として、し尿と生活排水を併

せて処理する小型合併処理浄化槽の普及促進のため、

新たに浄化槽を設置する人および汲み取り式又は単独

浄化槽から転換をする人に補助金を交付しています。

●補助金の対象となる区域

　日高村全域を対象区域としています。
●補助の対象となる浄化槽

　①浄化槽法に基づく構造基準に適合するもの
　② 浄化槽設置整備事業における国庫補助指針に適合
し、かつ、小型合併処理浄化槽機能保証制度に基
づき登録されたもの

●補助対象者

　１ ．日高村内において、専用住宅に処理対象人員10
人以下の浄化槽を設置する者。

　２．次に該当する者は除きます。
　　① 浄化槽法第５条第１項に基づく確認を受けずに

浄化槽を設置する者。
　　② 補助事業期間内に浄化槽を設置することができ

ない者。
　　③ 住宅等を借りている者で、賃貸人の承諾が得ら

れない者。
　　④ 建物の販売を目的として浄化槽を設置しようと

する者。

産業環境課より

１
．
補
助
対
象
者

　

①
日
高
村
の
住
民
基
本
台
帳
又

は
外
国
人
登
録
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
者

　

②
前
項
の
者
で
、
公
租
公
課
に

滞
納
が
な
い
者

　

③
住
所
又
は
居
住
地
に
つ
い
て

処
理
機
を
設
置
し
維
持
管
理

が
出
来
る
者

　

④
処
理
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
堆

肥
化
物
を
適
正
に
処
理
出
来

る
者

２
．
補
助
金
額
と
補
助
予
定
数

　

①
処
理
機
購
入
費
（
消
費
税
込

み
）
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た

額
（
但
し
、
１
０
０
円
未
満

切
り
捨
て
）
と
し
、
限
度
額

を
２
０
、０
０
０
円
と
し
ま

す
。

　

②
本
年
度
補
助
予
定
件
数
は
10

機
分
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
．
申
請
方
法

　

①
役
場
産
業
環
境
課
で
申
請
用

紙
等
を
受
け
取
る
。

　

②
処
理
機
販
売
店
等
で
処
理

機
を
購
入
し
、
購
入
の
領
収

書
、
購
入
し
た
処
理
機
が
分

か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
も

ら
う
。

　

③
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
う
え
前
項
の
領

収
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

添
付
し
、
役
場
産
業
環
境
課

に
提
出
す
る
。

　

④
補
助
決
定
後
の
翌
月
末
に
口

座
振
込
み
に
よ
り
申
請
者
に

補
助
金
を
入
金
す
る
。

４
．
そ
の
他

　

補
助
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
と

し
ま
す
の
で
、
本
年
度
予
定
数
に

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
補
助
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場

産
業
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

日
高
村
で
は
、
村
民
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
分
別
意
識
を
高
め
、

家
庭
排
出
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
生
ゴ
ミ
の
堆

肥
化
等
に
よ
る
再
資
源
化
を
図
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
処

理
機
購
入
費
の
一
部
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
補
助
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　　⑤店舗等との併用住宅を建設しようとする者。
　　⑥ 浄化槽に違反した行為があって２年を経過しな

い者で、同法上の権限を有する行政官から補助
対象としないよう要請があった者。

　　⑦村に対する公租公課に未納がある者。
　３ ．村外に居住する者又は住民登録が無い者で、日
高村内に浄化槽を設置しようとする者について
は、浄化槽設置後、速やかに日高村民となること
が確実であることが証明できる者。

●申請書の受付

　　役場産業環境課で受付けています。

　※補助予定数になり次第受付を終了します。
　※受付けは先着順とします。
　※ 国、県への補助事業実績報告の関係から受付を翌
年の１月30日で終了します。

　※ 詳細については、事前に産業振興課までお問い合
わせください。

●補助予定基数及び補助金額

人槽区分 補助金額 補助予定基数

　　５人槽 332,000円 10基
６～７人槽 414,000円 10基
８～10人槽 548,000円 ※要相談

※10人槽については、事前に相談してください。
※ 予定基数については設置希望者数等により予算の範囲内
で変更する場合がありますので、事前にご確認願います。
※ 既存の単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合は、補
助金の上乗せ（上限90,000円）があります。
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桜座よりお知らせと募集
認知症講演会シリーズ　ＰＡＲＴ３

 講演会
講演テーマ  
「認知症の人の生きることへの支援
　～もしあなたが認知症になったなら～」
とき：平成20年９月26日㈮
受付：13時～
時間：13時30分～15時30分
場所：佐川町甲346番地1
　　　佐川町立「桜座」
参加費：無料
問い合わせ・申し込み先

　（先着400名で、定員に達し次第、
　締め切りとさせていただきます。）
　○日高村地域包括支援センター
　　　　　☎ 24－5197

女優たちによる朗読
「夏の雲は忘れない

１９４５ヒロシマナガサキ」

日時：平成20年８月９日㈯
　　　開場18時30分　開演19時
料金：一般 2,000円（当日 2,500円）　
　　　シニア、障害者 1,500円
　　　高校生以下 1,000円

さくら座貸館できます
さくら座ＣＬＵＢ会員募集中

連絡先

　〒789－1201
　　高岡郡佐川町甲346番地1
　　　佐川町立　桜座（担当：岡）

☎ 0889－22－7878　℻ 0889－22－7888

児
童
虐
待
通
報
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

虐
待
か
な
…
と
感
じ
た
ら
…

•
子
ど
も
の
泣
き
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
る

•
子
ど
も
の
身
体
に
不
自
然
な
傷
や
ア
ザ
が
あ
る

•
い
つ
も
同
じ
服
や
、
汚
れ
た
服
装
を
し
て
い
る

•
親
の
怒
鳴
り
声
が
よ
く
聞
こ
え
る

•
夜
中
、
1
人
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る　

…
等

あ
な
た
の
行
動
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。

虐
待
か
な
…
と
感
じ
た
ら
ご
一
報
を

連
絡
先
：
☎ 

２
４

－

７
８
５
１

　
　
　
　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー　
（
日
中
）

連
絡
先
：
☎ 

２
０

－

０
２
０
３

　
　
　
　

佐
川
町　

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

び
ゃ
く
れ
ん　
（
夜
間
、
休
日
）

高
知
労
働
局
よ
り

無
料
労
働
相
談

〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ
〜

　

解
雇
や
賃
金
引
下
げ
、
労
働
時
間
、
い
じ
め
や

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労
働
委
員
会
で
は
、

あ
っ
せ
ん
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

０
１
２
０

－

７
８
３

－

７
２
２

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
７

•
高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
１
０

•
四
万
十
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
８
８
０

－

３
５

－

３
１
４
８

•
高
知
県
労
働
委
員
会

☎
０
８
８

－

８
２
１

－

４
６
４
５

※ 

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
担
当
行
政
機
関
を
御

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
労
働
法
改
正
に
つ
い
て

　

本
年
4
月
1
日
よ
り
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
概
要
や
改
正
内
容
等
の

関
係
資
料
は
役
場
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　
　

〒
７
８
０

－

８
５
４
８

　
　
　
　
　

高
知
市
南
金
田
1
番
39
号

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
４
１

【
組
合
許
可
搬
入
業
者
の
平
成
20
年
・

夏
季
休
暇
に
つ
い
て
】

　　

8
月
14
日
㈭
か
ら
17
日
㈰
ま
で
の
間
、
組
合
許
可
全

業
者
が
盆
休
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
★ 

し
尿
収
集
を
依
頼
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
早
め
に

許
可
業
者
ま
で
連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

講師：和田  行男
（わだ ゆきお）
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「心の輪を広げる体験作文」
「障害者週間のポスター」募集
作文　テーマ
•「出会い、ふれあい、心の輪
　－障害のある人とない人との心の体験を広げよう－」
ポスター　テーマ
•「障害の有無にかかわらず誰もが能力を発揮して
　　安全に安心して生活できる社会の実現」

応募締め切り　平成20年９月８日㈪必着
応募要領　　 住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、

学校名、電話番号添付

問い合わせ・応募先

　〒780-8570　高知市丸ノ内1－2－20
　　　　　　　高知県健康福祉部　障害保険福祉課
　　　　　　　　　☎ 088－823－9633

高 知 県  よ り

高知県社会福祉協議会より
高齢者パソコン教室受講生募集
会場： 県立ふくし交流プラザ　２階高齢者能力開発

室・（パソコン16台完備）
募集人員：各コースとも16名※先着順
申込み方法：直接来所か官製はがき
問い合わせ先（コース日時等）
〒780-8567
　　高知市朝倉戊375－1　県立ふくし交流プラザ内
　　高知県社会福祉協議会　地域・いきがい課
　　高齢者パソコン教室係
　　　☎ 088－844－9054

青少年育成高知県民会議より

☆平成20年度
　『少年の主張』高知県大会発表者募集
☆平成20年度
　『家庭の日』ポスター・標語募集
問い合わせ先

〒780-0915　高知市小津町６－４
　　　　　　高知県立塩見記念青少年プラザ内
　　　　　　青少年育成高知県民会議
　　　　　　　　☎ 088－825－0884

平成20年度入学生・受講者募集
☆専攻科社会福祉コース
　生涯学習通信講座
問い合わせ先

　ＮＨＫ学園　　　☎ 042－57－3151
　無料案内書請求　フリーダイヤル 0120－06－8881

ＮＨＫ学園より

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
等
が
行
わ
れ

て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理
の

た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
等

様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え
に

非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
により廃棄物の野焼きは一部の例外を
除いて禁止されています。
◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金、又はこれらの両方

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！
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「
卯
の
花
の
匂
ふ
垣
根
に
時
鳥
は
や
も
き
鳴
き
て

し
の
び
音
も
ら
す
夏
は
来
ぬ
」

「
不
如
帰
鳴
き
つ
る
方
を
眺
む
れ
ば

た
だ
有
明
の
月
ぞ
残
れ
る
」

  

こ
こ
数
年
、
不
如
帰
の
鳴
き
声
を
め
っ
た
に
耳
に

す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
か
つ
て
は
山
仕
事
を

し
て
い
る
時
に
突
然
、
山
か
ら
山
へ
「
テ
ッ
ペ
ン
カ

ケ
タ
カ
」
と
よ
く
通
る
声
で
山
か
ら
山
へ
と
渡
っ
て

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
夜
半
に
も
大
空
を
か
け

回
り
な
が
ら
よ
く
鳴
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
鳴
い

て
血
を
吐
く
不
如
帰
。

　

不
如
帰
に
は
哀
し
み
が
つ
き
ま
と
う
。露
花
の「
不

健
康
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

※ 

日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の

医
師
・
歯
科
医
師
約
６
０
０
名
で

構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の

内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま

で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー

プ
を
流
し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
は

０
８
８－

８
３
２－

５
２
６
６

で
す
。

8

月

月
曜
日

　

歯
科
に
お
け
る
生
活
習
慣
病

火
曜
日

　

ま
だ
若
い
の
に
更
年
期
障
害

水
曜
日

　

老
眼
対
策

木
曜
日

　

 

子
宮
筋
腫
を
放
置
す
る
と
ど
う

な
る
か

金
曜
日

　

し
み
・
そ
ば
か
す

土
・
日
曜
日

　

大
人
の
食
中
毒

　今回日高村内で募集を行う団地は、日高団地（１
戸）の１団地です。
　申込み方法や入居資格等、詳しくは｢募集案内」
でご確認ください。

●募集案内配布　８月１日㈮～20日㈬

●配布場所
　 日高村建設課、県庁１階募集要項コーナー、高
知県住宅供給公社、高知県ふくし交流プラザ、
高知市内の各市民会館及び奈半利町、香南市、
香美市、南国市、本山町、いの町、須崎市の各
市町村役場

●申込受付期間　８月10日㈰～20日㈬
　郵送の場合： ８月10日～８月20日の郵便局の
　　　　　　　消印があるものが有効
　持参の場合： 受付期間の土・日・祝日を除く
　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　（午後０時15分～午後１時休憩）

●申込書提出及び送付先問い合わせ先
　高知市九反田４番10－401号（トップワン四国４階）
　　高知県住宅供給公社　☎ 088－883－0344

●募集団地

県営住宅入居者募集

大
おお

手
て

・搦
からめ

手
て

大手（大手門）・搦め手（裏門）にちなんで編集委員

が所感・雑感をあらゆる方角から述べるコーナーです。

如
帰
」
で
は
軍
人
と
若
い
女
性
の
恋
が
は
か
な
く
も

結
核
と
い
う
病
魔
に
侵
さ
れ
、
女
性
は
喀
血
を
し
な

が
ら
若
い
命
を
絶
た
れ
美
し
い
恋
に
も
見
放
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
小
説
「
野
麦
峠
」
で
は
紡
績
女
工

が
結
核
に
倒
れ
、
兄
が
坂
道
を
お
ぶ
っ
て
山
道
を
登

り
、
野
麦
峠
に
や
っ
と
た
ど
り
つ
い
た
。
娘
は
二
度

と
来
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
工
場
の
群
れ
を
ふ
り
返

り
、目
の
前
に
見
え
る
故
郷
を
し
み
じ
み
と
眺
め
た
。

　

か
つ
て
結
核
は
若
い
男
女
を
狙
っ
た
。
強
い
伝
染

力
を
も
っ
た
た
め
、
こ
の
病
を
患
っ
た
若
い
娘
た
ち

は
隔
離
さ
れ
命
を
へ
ら
し
続
け
た
。
結
核
は
な
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
不
如
帰
は

ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
茂
）

団 地 名 日高

募集戸数 １

住戸番号 Ｒ2－21

間取り等 ６・６・4.5・4.5ＤＫ・風呂

備　　考
家賃、階数、入居資格等詳細は
「募集案内」でご確認ください
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けら
れています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず
納付しない人に対しては、財産の差し押さえを行うこ
ともあります。

平
成
20
年
５
月
か
ら
、
原
則
と
し
て

社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
国
民
年

金
保
険
料
の
現
金
領
収
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

方
法
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
に
よ
る
納
付
〈
納
付
場
所
〉

　

○ 

全
国
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農

協
、
漁
協
等
の
金
融
機
関

　

○
郵
便
局

　

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
書
裏
面
に
記
載
）

②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付〈
申
し
込
み
手
続
き
を
行
う
窓
口
〉

　

○ 

全
国
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農

協
、
漁
協
等
の
金
融
機
関

　

○
郵
便
局

　

○
社
会
保
険
事
務
所

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

　
〈
申
し
込
み
手
続
き
を
行
う
窓
口
〉

　

○
社
会
保
険
事
務
所

※ 

ご
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

④
電
子
納
付
（
Ｐ
ａ
ｙ

－

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
は
、
Ｐ
ａ
ｙ

－

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ

イ
ジ
ー
）
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等

を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
け

る
か
ど
う
か
は
、
納
付
の
際
に
ご
利
用
の
金
融
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
25
年
以
上

あ
る
夫
が
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
な
く
死

亡
し
た
と
き
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
の
あ
っ

た
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

寡 

婦
年
金
額
＝
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

老
齢
基
礎
年
金
の
４
分
の
３

※ 

た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
権
利
を
持
っ
て
い
た
り
、
妻
が

繰
り
上
げ
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
３

年
以
上
（
一
部
納
付
を
し
た
期
間
の
月
数

は
、
一
部
納
付
の
割
合
に
よ
っ
て
計
算
）
納

め
た
人
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た

時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
一
時
金

の
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
１
２
０
、０
０
０
円
か
ら
３
２
０
、０
０
０
円
）

※ 
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
３
年
以
上

あ
る
場
合
は
、
８
、５
０
０
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が

遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
時

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。

●
短
期
残
留
外
国
人
の
脱
退
一
時
金

　

日
本
に
住
む
外
国
人
も
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付

期
間
が
６
カ
月
以
上
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
の
な
い
短
期
在
留
の
外
国
人
に

は
、
被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
て
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
以

内
に
請
求
を
行
え
ば
脱
退
一
時
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
一
時
金

の
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
４
３
、２
３
０
円
か
ら
２
５
９
、３
８
０
円
）

●
付
加
年
金

　

定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

付 

加
年
金
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数

※ 

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
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７
月
４
日
㈮
９
時
半
過
ぎ
に
バ
ス
は
加
茂
小
学

校
を
出
発
し
ま
し
た
。
４
年
生
18
名
、
教
員
２
名

で
、
総
合
的
な
学
習
と
し
て
、
仁
淀
消
防
署
日
高

分
署
、
霧
山
茶
園
、
能
津
小
学
校
、
土
佐
く
す
の

き
荘
を
訪
問
し
、
学
習
し
た
り
交
流
を
深
め
た
り

す
る
た
め
で
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
行
っ
た
の
は
仁
淀

消
防
署
日
高
分
署
で
す
。
社
会
科
で

学
習
し
た
「
火
事
か
ら
く
ら
し
を
守

る
」
を
確
か
め
深
め
る
た
め
で
す
。

こ
こ
で
は
、
消
防
車
や
救
急
車
の
中

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
火
事
の

こ
と
や
消
防
署
の
仕
事
の
説
明
を
聞

い
た
り
し
ま
し
た
。
教
科
書
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
見
学
し
た
こ
と
で
、

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
に
、
行
っ
た
の
は
霧
山
茶
園

で
す
。
学
校
の
社
会
科
で
日
高
村
の

産
業
と
し
て
学
習
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使
い
調
べ
て
み
ま
し

た
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
相
当
な

驚
き
で
し
た
。
一
面
の
茶
畑
の
中
で

人
が
小
さ
く
な
る
ま
で
続
い
て
い
る

広
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

茶
園
を
出
て
向
か
っ
た
の
は
能
津

小
学
校
で
し
た
。
同
じ
日
高
村
内
の

小
学
校
で
す
が
、
実
際
に
行
っ
た
の

は
初
め
て
で
し
た
。
全
校
あ
げ
て
大

歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
で
い
っ
し
ょ
に
お
弁
当
を
食
べ
る
だ
け

で
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
掃
除
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
百
マ
ス
計
算
。
３
・
４
年
生
と
い
っ

し
ょ
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と

ち
が
う
雰
囲
気
の
中
で
、
児
童
は
や
る
気
倍
増
の

よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
行
っ
た
の
は
、
土
佐
く
す
の
き
荘
で
す
。

学
級
で
練
習
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
練
習
の
時
よ

り
も
っ
と
元
気
な
声
で
、あ
い
さ
つ
、歌
、リ
コ
ー

ダ
ー
、
群
読
等
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

個
々
に
分
か
れ
て
の
交
流
で
も
積
極
的

な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
の

メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
が

あ
り
、
じ
ー
ん
と
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
施
設
の
中
の
様
子
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
音
で

知
ら
せ
る
セ
ン
サ
ー
、
階
段
等
の
転
倒
防

止
柵
等
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
、
交
流
で
、
訪
問
先
の
方
々
、

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

高
村
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
驚
き
と
喜
び
の
一
日
で
し
た
。

９ 月 は 加 茂 中 学 校 で す

加茂小学校加茂小学校
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コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第111号　2008.８.１　日高村立図書館

月

◆ 「夜の桃」 ／  石田　衣良
男が堕ちた地獄のような恋。喪失と性愛の物語。

◆ 「星のひと」 ／  水森　サトリ
隕石が落ちた町の孤立した人々に起きた奇跡を描く。

◆ 「本棚」 ／  ヒヨコ舎　編
写真とインタビューが覗いた15人の作家の本棚。

◆ 「日本の食は安すぎる」 ／  　山本　謙治
食品の適正な価格とは？消費者側の問題点を指摘。

『カエルをのんだととさ
ん』『よくばりわんくん』
等の絵本を読んでもら
いました。

一般書

＊一部です

◆ 図書館利用案内 ◆

◇◆ 編集後記 ◆◇

　「ヒマワリ」「すいかのたね」「うみべのあさ」等
　夏をおもいっきりあじわってください！

　6月18日に亡くなったアメリカの絵本作家ターシャ・
テューダーの本を展示しています。

「魔女のこねこゴブリーノ」
　アーシュラ・ウイリアムズ作　福音館書店

　魔女のこねこは、緑色の目で体はまっ黒のはずなのに、ゴ
ブリーノの前足は真っ白で、体全体にしま模様があり、かわ
いらしい目は青でした。その上、ゴブリーノは魔女ねこでは
なく台所ねこになりたいというのです。ある日、魔女ねこは
そんなゴブリーノをほらあなにおいてきぼりにしてどこかへ
行ってしまいました。そこで、ゴブリーノは素敵な家をみつ
けるために広い世界にでていきました。そんなゴブリーノが
体験する冒険の数々。はたして、ゴブリーノは台所ねこにな
れるのでしょうか。　（読んであげるなら6才ぐらいから）

「地球温暖化は本当か？」　／　矢沢　潔　　
　温暖化問題を事実として警鐘を鳴らす側、温暖化そのもの
を懐疑的に見る側、双方が根拠としているデータを検証する。
温暖化を立証するためには、地球環境のメカニズムはあまり
にも複雑である。政治的な策略が生み出す数字のマジック、
加熱するメディアの報道、そして環境問題を名目に使われる
税金からの莫大な研究費用…。私たちは地球温暖化について
「冷静」に考えるべき時なのかもしれない。

○ 開館時間　午前10時～午後６時
○ 休 館 日　月曜日・祝日・年末年始
○ 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　 日高村本郷192　　　 20－1533

７月新刊案内

ねてるのだあれ？　神沢　利子作　山内ふじえ絵
モグ　そらをとぶ　ジュディス・カー
しずかに！ここはどうぶつのとしょかんです　フリーマン
角野栄子のちいさな童話
ウオートンとカラスのコンテスト　
流され行く者　守人短編集　上橋　菜穂子
月とメロン　丸谷　才一
風歯　　　　賀名　生岳
心臓に毛が生えている理由　米原　万里
王妃マリーアントワネット　藤本　ひとみ

　日高読もう会の方たちが丹精込めてお世話してくださった
庭の花が可憐に咲き、ゴーヤの実が精力的になっています。6
月の議会では、「村立図書館の新館建設に関する請願」が採択
されました。最近、私は「カーネギー自伝」を読みました。
彼はすごい人だったんですね！19世紀後半アメリカには「鉄
道王」ヴァンダービル、「石油王」ロックフェラー「金融王」
モーガン、そして「鉄鋼王」カーネギーがいました。スコッ
トランド生まれのカーネギーは巨万の富を築いただけではなく、
獲得した富は公共のために分配するという社会的責任がある
と説き、実際それを実行しました。ニューヨークのカーネギ
ーホール（1891年開設・総額3億5千万ドル）は有名ですが、
彼はアメリカ各地に図書館を建設しました。彼が幼年期を過
ごしたピッツバーグには１千万ドルを提供！！新館建設請願採
択のニュースをよみながら、日本版カーネギーはどこかにい
ないのか？とつくづく思い、大きなため息をついてしまいま
した。1日も早く皆さんの願いである新図書館の建設が実現し
ますように！！（K）

８月入荷予定

「旅の絵本」１～６　　安野光雅　
　アメリカ、イギリス、イタリア、スペイン、デンマークを旅
します。6巻デンマークでは、「みにくいあひるのこ」「野の白
鳥」等アンデルセンの作品がどのページにも登場。あなたは
いくつのおはなしに出会えるでしょう。

「にほんのわらべうた」全４巻　
　なつかしいわらべうたを子どもたちに！写真と図入りで楽
しく構成されています。CDつき。

児童書

８月の予定

 ６月の入館者数

626人８８

９日（土）　おはなしの森（朗読ひだか）
 1 0 : 0 0～ 1 1 : 0 0
16日（土）　民話と紙しばいのへや（パラソル）　
 1 4 : 0 0～ 1 6 : 0 0
23日（土）　おはなし会（ぷちとまと）　
 1 0 : 3 0～ 1 1 : 3 0

夏・なつ絵本展示

ターシャ・テューダーの世界一般・絵本展示

読み聞かせのボランティアサークル
「ぷちとまと」による

６月28日（土）

一般書ピックアップ

お薦めの子どもの本●●● ●●●

●●● ●●●
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　

鳥
が
く
は
へ
て
飛
び
に
け
り

山
本
眞
知
子

　

見
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
、
素
直
に
詠
ん

だ
俳
句
で
す
。
ま
っ
赤
な
さ
く
ら
ん
ぼ
を

銜く
わ

え
て
、
飛
び
た
っ
て
行
く
鳥
を
、
見
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
豆

粒
ほ
ど
の
桜
の
実
で
は
な
く
、
実
を
と
る

た
め
に
栽
培
す
る
西
洋
種
の
チ
ェ
リ
ー
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

○
田
植
終
へ
ビ
ー
ル
で
乾
杯
初
鰹

寺
田
信
子

　

早さ
な
ぶ
り

苗
饗
（
田
植
が
す
ん
だ
お
祝
い
）
の

句
で
す
。
油
の
乗
っ
た
鰹
の
皿さ
は
ち鉢
を
前
に

し
て
、
つ
め
た
い
ビ
ー
ル
で
乾
杯
で
す
。

田
植
、
ビ
ー
ル
、
初
鰹
、
と
季
語
は
重
な

り
ま
す
が
、
こ
の
句
と
し
て
の
よ
さ
が
あ

り
ま
す
。
山
口
素
堂
の
句
に
も
、〝
目
に

は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
〞
が
あ
り
ま

す
。

○
燕
の
子

　
　

一
緒
に
口
を
開
け
に
け
り

山
中
芳
子

　

巣
の
中
で
、
四
・
五
羽
の
嘴
く
ち
ば
しの
黄
色
い

子
燕
が
、
口
を
大
き
く
開
け
、
親
燕
に
餌え
さ

を
ね
だ
っ
て
い
ま
す
。
鳴
き
な
が
ら
首
を

の
ば
し
て
、
今
に
も
、
巣
か
ら
こ
ぼ
れ
お

ち
そ
う
で
す
。
山
中
さ
ん
の
家
で
は
、
毎

年
燕
が
子
育
て
を
す
る
そ
う
で
す
。
秋
の

彼
岸
ご
ろ
に
は
南
へ
帰
り
ま
す
が
、
来
年

も
ま
た
や
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
更
衣
い
つ
か
着
れ
る
と
又
し
ま
ふ

山
中
静
江

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
着
て
い
た
厚
手

の
衣
服
を
、
夏
物
に
着
替
え
る
こ
と
を
、

更こ
ろ
も
が
え
衣
と
い
い
ま
す
。
そ
の
時
、
い
ろ
い
ろ

な
衣
類
を
整
理
し
な
が
ら
、
も
う
捨
て
よ

う
か
と
思
う
も
の
も
あ
る
の
で
す
が
、
結

局
、
よ
う
捨
て
な
く
な
り
ま
す
。

　

芭
蕉
は
、

　
〝
一
つ
ぬ
ひ
で
後
に
負
ぬ
衣
が
へ
〞

と
詠
み

　

山
頭
火
は
、

　
〝
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
旅
か
ら
旅
〞

と
詠
ん
で
い
ま
す
。

○
竿
撓し
な

ひ
撒
き
餌
に
つ
れ
る
初
鰹

野
村
近
子

　

黒
潮
に
乗
っ
て
沿
岸
を
北
上
す
る
鰹

で
、
最
初
に
と
れ
る
の
を
初
鰹
と
い
い
ま

す
。
土
佐
清
水
市
近
く
で
の
句
で
し
ょ
う

か
。
い
そ
が
し
そ
う
な
一
本
釣
り
の
様
子

を
詠
み
ま
し
た
。

　
〝
鰹
釣
る
発
止
発
止
と
胸
に
受
け
〞
は

楓
巌
濤
の
句
で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“百合”です。
日　時　平成20年８月11日㈪　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選

浜
田　

博
子

空
襲
の
七
月
遠
く
な
り
に
し
も

七
月
や
六
根
清
浄
雲
め
ざ
す

濱
田　
　

幸

西
瓜
取
る
今
日
は
主
人
の
休
肝
日

七
月
や
け
だ
る
さ
飛
ば
す
胃
の
カ
メ
ラ

橋
詰
登
志
子

や
や
あ
り
て
蛍
草
を
離
れ
け
り

や
る
事
を
あ
れ
こ
れ
残
し
畑
七
月岩

村　

さ
と

端
居
し
て
悩
め
る
事
を
忘
れ
た
り

端
居
し
て
世
間
話
を
賑
や
か
に

柏
井　

皓
子

夏
霧
の
籠
れ
る
森
の
暗
さ
か
な

薔
薇
の
庭
順
路
の
あ
り
て
風
通
ふ片

岡　

幸
枝

夫
に
焚
く
香
煙
一
筋
梅
雨
籠

白
靴
の
親
子
や
子
犬
後
先
に

門
田
の
ぶ
子

浴
衣
着
て
人
妻
ら
し
く
な
り
し
か
な

巣
立
ち
鳥
少
し
よ
ろ
け
て
飛
び
立
ち
ぬ

川
瀬　

晴
恵

七
月
の
一
句
欲
し
く
て
遠
回
り

包
み
物
貰
い
て
父
の
日
と
思
ふ

北
添　

正
子

す
ぐ
そ
こ
に
河
鹿
聞
こ
ゆ
る
峡
の
家

朝
採
り
の
胡
瓜
と
茄
子
ぬ
れ
て
を
り

島
田　
　

瞳

制
作
の
裏
窓
に
触
れ
つ
ば
め
の
子

あ
ぢ
さ
い
の
朱
に
降
り
そ
そ
ぐ
青
い
雨

森
下　

花
子

子
の
蒔
い
て
行
き
し
棚
田
に
茄
子
胡
瓜

自
販
機
の
取
つ
手
を
取
り
し
朝
の
蜘
蛛

池
野
い
ち
び

橅
の
森
よ
り
部
屋
へ
来
る
夏
の
蝶

カ
ラ
ー
咲
く
白
帆
の
見
ゆ
る
サ
ン
ル
ー
ム

伊
野
部
哲
也

○
七
月
の
空
の
強
さ
の
戻
り
け
り

一
ケ
月
く
ら
い
も
続
い
た
、
う
っ
と
う
し

い
梅
雨
が
明
け
る
と
、
本
格
的
な
夏
に
な

る
。
登
山
や
海
水
浴
も
盛
ん
に
な
り
、
も
っ

と
も
夏
ら
し
く
な
る
の
が
七
月
で
あ
る
。

掲
句
は
、
梅
雨
空
か
ら
盛
夏
の
空
に
変
わ
っ

た
こ
と
を
敏
感
に
と
ら
え
て
、〝
空
の
強
さ

の
戻
り
け
り
〞と
詠
ん
だ
。
や
が
て
炎
天
へ
。

中
山　

美
根

○
滴
り
は
落
つ
る
重
さ
を
知
っ
て
を
り

崖
や
巖
の
あ
い
だ
か
ら
、
自
然
に
に
じ
み

出
る
水
が
苔
等
を
伝
っ
た
り
し
て
落
ち
る

の
が
、
滴し

た
た
り
で
あ
る
。
滝
や
清
水
等
と
と

も
に
、
清
涼
の
感
が
深
い
。

掲
句
の
水
滴
は
、
落
ち
る
頃
合
を
知
っ
て

い
る
滴
り
で
あ
る
。

鷹
羽
狩
行
の
句
〝
滴
り
の
玉
と
な
り
つ
つ

な
ほ
落
ち
ず
〞
で
は
、
落
ち
る
の
を
ま
だ

た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
滴
り
で
あ
る
。

鎮
西　

美
緒

竹
林
抜
け
く
る
風
の
夏
座
敷

日
焼
け
せ
し
手
を
ほ
め
さ
す
り
ひ
と
り
ご
と

中
村　

梅
子

端
居
し
て
ま
だ
考
え
て
ゐ
る
返
事

縄
張
り
て
明
日
の
神
事
を
待
つ
茅
の
輪

南
部
記
代
子

雲
海
の
晴
れ
遙
か
な
る
神
の
峰

茄
子
二
本
老
の
食
膳
日
替
り
で



テシーナテシーナテシーナ 日日記記

東部
児童館
東部
児童館
東部
児童館
東部
児童館

Village NowVillage Now
日高村の交通事故

発生状況

１～６月分（６月）

人身事故　　13件 （１件）

死　　者　　１名 （０名）

傷　　者　　13名 （１名）

日高村の人口

　　　　　　６月末現在

　　　　　　   （前月比）

世帯数 　 2,476　（＋４）

人　口 　 5,970人（＋５人）

　　　 男 2,822人（－１人）

　　　 女 3,148人（＋６人）

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!

「広報ひだか」は、再生紙を使用しています

今月のテシーナ日記は、お休みです。（一時帰国により）
「アメリカで元気を充電してくる！」と、彼女は言ってい
ましたので、今年一年間のパワーを充電して、来月号には、
彼女の元気な声が皆様にお届けできると思っております。
ちなみに、テシーナは今年８月から１年間、ALTとして

引き続いて日高村に勤務することになりました。皆さんも、
彼女を見かけたら、どんどん声を掛けてあげてください。
また、英会話教室（毎週月曜日午後６時から）をはじめ、

料理教室やさまざまな交流の場を企画しているようですの
で、皆様お楽しみにしてくださいね。

会お
楽しみ

広
報
ひ
だ
か

　
A
ugust　

2008　 ８
月
号

N
o.476 　

発
行
/日
高
村
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〒
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知
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高
岡
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日
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61-1☎

0889-24-5113 FAX0889-24-7900　
編
集
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高
村
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂

　これからも毎日の生活の中で、美
しく住みよい環境づくりにみんなで
努めましょう。参加者の皆様ご協力
ありがとうございました。

村内一斉清掃が行われ

　きれいな日高村になりました

きれいにするぞね

　８月１日㈮から８月29日㈮ま
で児童館のほうで夏休み学習会
を行います。

東部児童館
　小学生　
　　月・水・金　9：00～10：30
　　（夏休みの宿題・プリント）
　中学生
　　火・金　15：30～17：30
　　（ 数学・英語、宿題・予習・

復習等）

西部福祉館
　小学生
　　月・水・金　10：30～12：30
　　（夏休みの宿題・プリント）

　

６
月
16
日
㈪
、
日
下
小
学
校
参
観
日
の

代
休
日
に
お
楽
し
み
会
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

当
日
に
は
先
生
た
ち
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
な
ん
と
子
ど
も
た
ち
も
パ
ン
を
生

地
か
ら
焼
き
ま
し
た
。
具
材
の
ハ
ン
バ
ー

グ
に
入
れ
る
玉
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
に
涙

を
流
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
る
子
、
調

理
に
手
慣
れ
て
い
る
子
・
慣
れ
て
い
な
い

子
、
皆
が
ん
ば
っ
て
手
作
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も

手
作
り
し
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
食
事
の
後
に
み
ん
な
で
鬼

ご
っ
こ
等
を
し
て
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ

ま
し
た
。

村
内
一
斉
清
掃

きれいになると
気持ちえいねえ

大人も子どもも
力をあわせて…

溝の中も…

防火水槽も…

会お
楽しみ

問い合わせ先
　東部児童館　☎ 24－5604
　西部福祉館　☎ 24－4136


